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徳徳島島市市病病院院事事業業管管理理者者

露露口口 勝勝

８．新徳島市民病院（北常三島町）

現在、北常三島町２丁目に聳え立つ新徳島

市民病院は平成１５年に基本設計、平成１６年に

実施設計が策定され、同年９月より新病院の

建設が着工された。今回の建設は狭隘な旧病

院隣接地での建て替えとなり、工期は２期に

分割された。１期工事の地盤掘削中に病院周

辺家屋の地盤沈下をきたし、工事は一時中断

され、工期は予定より大幅に延びることに

なった。これは建設地が吉野川河口に近い場

所にあり、軟弱な地盤によるものである。

新病院１期工事の落成を祝う開院式は平成

２０年１月５日当病院において挙行された（図

２１、２２、２３）。原秀樹徳島市長（図２４）をは

じめ、副市長、市議会議長、市議会議員など

多くの市関係者のほか、徳島大学関係として

香川征徳島大学病院長（図２５）、徳島大学医

学部教授、県関係として里見副知事、保健福

徳徳島島市市民民病病院院８８５５年年のの歩歩みみ（（４４））

図２１．開院式

図２３．開院式（テープカット）

図２２．開院式（２F外来ホール）

図２４．原市長

図２５．香川徳島大学病院長
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祉部長、県議会議長ならびに徳島区選出の県

議会議員、医師会関係として川島周県医師会

長、豊��市医師会長、郡市医師会長ならび
に医師会会員など招待者１４２名を含む関係者

３００余名が出席して盛大に行われた（図２６、

２７、２８）。

翌１月６日には一般市民への新病院内覧会

が開催された。新規導入された CT、MRI、

リニアックなど高度専門医療を担う新病院の

医療機器が紹介され、それと同時にアメニ

ティの良い入院病室や外来診察室なども公開

された。多くの市民や地域住民が来院され、

新病院の諸設備を見学した後、１２階の屋上ヘ

リポートから吉野川河口に拡がる抜群の眺望

を楽しまれた（図２９、３０）。

旧病院から新病院への引越しは、平成２０年

１月２５、２６、２７の３日間をかけて慎重に行わ

れた。今回は隣接地への移転であり、物品の

輸送や患者の搬送は順調に行われ、何のトラ

ブルも発生しなかった。特筆すべきこととし

て、移転当日に思いがけない出産があり、新

病院の手術室で初めて手術（帝王切開術）が

行われ、元気な双生児が生まれた（図３１）。

新しい病院の門出を祝福するかのような記念

すべき出来事のひとつである。

新病院は平成２０年１月２８日から開院となっ

た。電子カルテはすでに旧病院において導入

され、職員は電子機器の操作に慣れていて新

病院への移行は順調に行われた。その後旧病

図２８．内覧会（屋上へリポート）

図２６．開院式（１F待合ホール）

図２７．内覧会（NICU）

図２９．１１F病室からの眺め

図３０．屋上より吉野川を望む（国道１１号線）
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院の解体工事が進められ、それと同時に新病

院の拡張工事も行われ、平成２１年１２月に新病

院２期工事が竣工した（図３２、３３）。そして

平成２２年３月に立体駐車場を含めた外構工事

が完成し、同年６月より医局として使われて

いた１１階病棟３０床が供用開始され、この時点

より新病院の全病床３３９床がフルオープン

し、現在に至っている（図３４、３５）。新病院

は旧病院の隣接地での建て替えとなり、建築

着工から１期および２期工事を含めて完成ま

でに５年９ヵ月という長期間を要したことに

なる。

新病院の施設概要は次のとおりである。構造

は鉄骨鉄筋コンクリート造（免震構造）、地下

１階、地上１２階、塔屋１階。敷地面積１５，５３９．２５

平方メートル、延べ床面積３０，１９４．５０平方メー

トル。病床数３３９床〔一般２９５床（ICU６、NICU

６、GCU９を含む）、回復期リハビリテーショ

ン病床４０床、人間ドック病床４床〕。

図３１．新病院で双子誕生

図３２．新病院２期工事竣工

図３３．新病院１F エントランスホール

図３５．吉野川河口より新病院を望む

図３４．新病院完成（平成２２年６月）
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この旧病院から新病院へ移行する過程で、

徳島市は度重なる病院赤字からの脱却を目指

して、市民病院の経営形態を変更するという

大きな病院改革を断行した。全国的にも公立

病院の財政赤字が問題となり、徳島県も地方

公営企業法の取り扱いを変更して病院事業管

理者を招聘したところであった。

平成１８年に徳島市は病院の経営形態をそれ

までの地方公営企業法、一部適応から全部適

応に変更し、独立性を高めた組織による医療

現場と直結した運営を図り、経営健全化を目

指すことになる。そして前にも述べたように

病院事業管理者として徳島赤十字病院副院長

の湊省先生を招聘したのである。湊先生は市

民病院を見て、急性期医療を担う地域の中核

病院と位置づけ、①救急医療の充実、②密度

の濃い連携医療の構築、③魅力ある臨床研修

病院の３つの病院目標を掲げ、診療実績とし

て紹介率および逆紹介率を上げること、入院

患者の在院日数の短縮を図るなど、急性期病

院としての経営指標を明確に打ち出して改革

していく。

私は病院長として市民病院の医療の質を向

上させるために、平成１８年に前倒しで旧病院

に電子カルテを導入し、懸案であったカルテ

の一元化を行い、病院機能評価の受審を進め

るとともに、DPC対象病院になることを目

指した。入院病床については、空床の目立っ

た一部の病棟を閉鎖してダウンサイジングを

行い、７対１入院基本料の施設基準をクリア

する看護体制を早期に敷くことが出来た。

平成２０年１月の新病院開院とともに初期臨

床研修医が大挙押し寄せ、市民病院に強烈な

インパクトを与えた。何よりも若い医師のエ

ネルギーで、それまで沈滞気味だった病院の

雰囲気は明るくなり、市民病院全体が活性化

されたのである（図３６、３７）。また研修医の

増加は、病院にとっても指導医の養成をはじ

め、臨床研修病院としての教育体制を一層充

実させていくことになった。

この平成２０年に DPC対象病院の認可を受

けるとともに、県から地域医療支援病院の承

認も得られた。平成２１年に病院機能評価機構

の認定病院（図３８）となり、平成２２年に地域

がん診療連携拠点病院にも認定された。ま

た、厚生労働省において、多年にわたり産科

医療の確保に寄与した病院として厚生労働大

臣表彰を受けた（図３９）。続いて平成２３年に

高度な周産期医療を担う施設として地域周産

期母子医療センター、平成２４年３月には DMAT

病院（図４０）、次いで災害拠点病院の認定も

受け、市民病院は名実ともに高度急性期医療

を担える地域の中核病院として、その診療体

制を整えることができたのである。

図３７．臨床研修終了式（女医３人娘）

図３６．初期臨床研修医（屋上にて）
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このように医療の質を高め、各種の認定条

件をクリアして施設認定を受ける中で、少子

高齢化社会に向けて救急医療、小児・周産期

医療、緩和ケアを含むがん医療、さらには高

齢者の運動器障害に対する脊椎・人工関節セ

ンターの新設など専門的な医療機能の強化を

図り、市民の医療ニーズに応える診療体制を

構築していった。市民病院の一連の改革は未

だ道半ばであるが、平成２２年度の病院収支決

算で長年の懸案であった財政赤字からの脱却

を果たし、市民病院としては１９年ぶりに経常

収支の黒字を計上することができたのであ

る。そして平成２３年度も引き続き黒字会計を

計上できそうである。

病院収支の改善は診療報酬制度の改定に多

くを依存しているが、最近の市民病院の経営

改善は、長年にわたって負のスパイラルに

陥っていた財政赤字からの V字回復であり、

新病院建設を好機と捉え、この時代に相応し

い新しい医療への変革に挑戦した市民病院全

職員の努力の賜物である。徳島市のような病

床過剰地域おいては、都市型の医療体制を整

えることを施策の機軸として、より専門性を

発揮した病院の役割分担と特色を目指して、

すべての職員が医療の質の向上を図るととも

に経営改善に努めた結果が市民や医療関係者

に認知され、信頼感を得つつあるといえるの

ではないだろうか。

ここに至るまでには多くの方々の温かいご

指導とご支援をいただいたことに感謝してい

る。とりわけ徳島市の原市長をはじめとする

図３８．日本医療機能評価機構認定証

図３９．厚生労働大臣表彰

図４０．DMAT協定締結式
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行政や市議会の皆様方、さらには徳島大学病

院の各医局および徳島市医師会員をはじめと

する多くの医療関係者の方々に対して深甚な

る謝意を申し上げる。また、市民病院をご利

用いただいた多くの徳島市民および県民の皆

様にも心より御礼申し上げたい。

以上、昭和３年に市立実費診療所として誕

生してから８５年に及ぶ徳島市民病院の歩み

を、徳島市史などを参考にしながら私見を交

えて概観してみた。私はそのうち最近の３０年

間をこの病院にお世話になったことになる

が、今回改めて市民病院の古い資料を拝見し

ていて、この病院には先人たちから伝えられ

てきた素晴らしい伝統と文化が脈々と息づい

ているように感じられた。その先人たちが何

を考え、どういう犠牲を払って何を達成し、

何を達成できなかったのか、どれを継承して

いくか、捨てるものがあるとしたら何か、わ

れわれは過去の蓄積の上に現在があるという

ことを忘れないで、先人たちの思いも結集し

て、更なる市民病院の改革に挑戦していきた

いと心を新たにしている。ものを作り直すと

いうのは自分たちの歴史に真摯に向き合うこ

とでもある。

わが国は昨年３月１１日未曾有の東日本大震

災と福島第一原発事故による複合災害を受

け、その復旧・復興に国を挙げて取り組んで

いるが、少子高齢化、人口減少社会を迎え、

先行き不透明な閉塞感の漂う困難な時代に突

入している。ユーロ危機など世界同時経済不

況もあり、病院を取り巻く環境は依然として

厳しい現状にあるが、市民および地域住民の

命と健康を守るため、市民病院は新しく再生

し、地域の医療機関と機能分担・連携を強化

しながら良質な医療を効率的に提供し、継続

して成長していく。そして「この病院がある

からこの街に住んでみたい」「この病院があっ

たからこの街に住んで良かった」といわれる

ように、将来にわたって市民から信頼され、

水都徳島の豊かな街づくりに医療面から貢献

すること、これが公立病院としての徳島市民

病院の使命であり、責務であるといえよう。

最後に市民病院に関する古い資料が散逸す

ることなく徳島市史編さん室に残されていた

ことに感謝するとともに、それぞれの時代の

中で困難な舵取りをされた歴代の市民病院長

の名を記して本稿を終わることにいたしま

す。今後とも市民病院をご支援賜りますよう

宜しくお願い申し上げます。

徳島市民病院歴代病院長（年月日は就任日）

初代 小山順治 昭和５年７月２１日
２代 永谷 鼎 昭和２１年８月２０日
３代 日置達雄 昭和２７年３月１５日
４代 山口 寿 昭和３５年９月１６日
５代 岩鶴龍三 昭和３６年１１月１５日
６代 清 英夫 昭和３９年１月１日
７代 角野義三 昭和４１年１月１日
８代 岩崎 基 昭和４１年９月１７日
９代 矢野嘉朗 昭和４７年６月２日
１０代 山田憲吾 昭和４７年１０月１７日
１１代 油谷友三 昭和４９年１月１日
１２代 矢野嘉朗 昭和５１年６月２日
１３代 阪口 彰 昭和５９年４月１日
１４代 先川知足 平成７年４月１日
１５代 森本重利 平成８年４月１日
１６代 日下和昌 平成１６年４月１日
１７代 露口 勝 平成１８年４月１日
１８代 惣中康秀 平成２２年４月１日

主な参考図書

・徳島市史 第５巻 民生編 保健・衛生編
平成１５年刊
・小山 順治著 一診療所長より大学病院長
まで １９６９年
・徳島市医師会史〔８５年の歩み〕（徳島市医
師会）
・徳島大学医学部５０年史（徳島大学医学部）
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